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 6 月 1 日（金）、北星学園大学組合と道私大助成推進協の共催で学習会を開催します。 

 講師に日本私大教連の三宅氏を迎え、「競争と淘汰」を加速させる現下の大学政策と私大助成の特徴点を

学びます。どなたでも参加できますので、各大学から是非みなさまお集まりください。 

（終了後には会場付近で懇親会を設けます。あわせてご予定ください。） 

 ◆2018 年の私大助成運動スタート！◆ 
大切な春闘課題である春からの私大助成運動を、この学習会を境にスタートさせます。 

各大学宛て、この日までに署名用紙や情宣資料をお届けします。 

また、道私大助成推進協議会の総会は 6月 6日（水）の 18時より開催予定です。 

2018 夏の全国私大教研集会は北星学園大で開催！ 
 毎年夏に開かれる全国私大教研集会、第 29回目に当たる今年の開催地は北海道です。 

全体集会・交流会と８つのセッション（予定）を通じ、全国の仲間とともに大学と民主主義の歴史的な

岐路。とりわけ地方の高等教育をまもるたたかいに向き合うことをめざした 9年ぶりの北海道開催です。 

この会場にも、北星学園大をお借りすることが決まっています。 

 第 29 回全国私立大学教育研究集会 in.北星学園大学 

 【日程】2018 年 9月 1 日（土）～3日（月） 

     ・9月 1 日（土）＝14時～全体集会・記念講演／18時半頃～全体交流会 

     ・9月 2 日（日）9：30～3 日（月）12：30＝セッション 

 【会場】すべて北星学園大学内で行われます。 

◆北星大組合と道私大助成推進協◆ 

6 月 1日に学習会を開催します 
高等教育と私大助成をめぐる危機を突破するために 

―高等教育予算、私大助成の特徴を踏まえて― 

講師：三宅祥隆さん 

（日本私大教連書記次長） 
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■札幌大学教組：5 月 7 日付の「要求書」■ ～今、何が起こっているか？～ 

学校法人札幌大学 

理事長 荒川 裕生 様 

 

札幌大学教職員組合 

執行委員長 佐藤 郁夫 

 

不誠実な労使関係の是正に向けた要求書 

 

下記の各項目について、理事長の署名・捺印を付記した誠実な説明を要求する。 

 

１．札大総第１７号文書および「学校法人札幌大学労働者の過半数代表者の選出等に関する要領」（案）につ

いての説明を求める。 

 4 月１７日に辰野専務理事と武田理事が組合三役に説明した内容の再確認が必要である。札大総第１７号文

書が作成、提示されるに至った経緯についての説明を要求する。 

 

２．札大総第１８号文書の撤回及び発出に至る経緯と内容についての説明を求める。 

 組合に事前の確認もなく学内で出された同文書は、教職員の当組合に対する誤認を与える、不当な内容が書

かれており、上記１．でも触れた 4月１７日の組合に対する説明との乖離も甚だしい。組合としては大きな問

題であると考えている。第１８号文書の発出に至る経緯と内容について誠実な説明を求める。あわせて、組合

としては同文書の撤回を求め、これについての法人側の見解も問う。 

 

３．札大総第１７号文書及び札大総第１８号文書の撤回を要求する。 

 労働者の過半数代表者の選出について、使用者側の法人がこれに関与し、選出要領を事務局に作成させる権

限はなく、したがって、理事長が通知するのは不合理である。同文書の撤回を求め、これに対する法人側の誠

実な説明を求める。 

 

４．過半数代表者を選出するための労働者大会の開催への協力について説明を求める。 

 「労働者の過半数代表者」の選出であるから、労働者の団体である組合がその選出に関する要領を作成し、

労働者大会を開催するのが至当である。就業時間内に行われる労働者大会の開催に協力を求め、これに対する

法人側の見解を問う。 

 

５．４月２０日と４月２３日の団交開催要求に対する、法人側の回答の理由に対する説明を求める。 

先の４月２０日と２３日に、組合は「要領」（案）の組合修正案の実効性について法人に説明を要求するた

めに、団体交渉の開催を要求した。これに対して法人は、武田理事名で「団体交渉事項に当たらない」と回答

をして、団体交渉を拒否した。法人が教職員組合に対してこうした対応を取るのはなぜか？その理由について

の説明を要求する。 

 

６．４月２０日と４月２３日の団交開催要求に対して、法人側が「事務折衝の申し入れ」という回答をする理

由について説明を求める。 

 ４月２０日と２３日は、組合が団交を要求したにもかかわらず、法人は「団交開催事項にあたらない」とし

た上で、事務折衝を行うと回答した。組合が団交開催を要求しているのに、なぜ法人は「団交ではやれないが、
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事務折衝であればよい」というような団交のルールを一方的に押し付けるのか。その理由について誠実な説明

を要求する。 

 

７．平成３０年３月と４月に組合より提出した「『３６協定の締結』に関する情報開示要求」に対して、いま

だに法人からの回答がない。 

３月１５日のあっせんでは、あっせん員から「資料を示しながら、今後とも誠意を持って協議する」と理事

長宛に指示された文章が提出されて専務理事が署名していながら、３月１９日に組合から要求された情報開示

に応えていない。これは面従腹背が極まる不誠実なものであることに加えて、公的な第三者機関の仲介の労ま

でも裏切る不当な行為である。そのような組合に対して悪意に満ちた不作為を行った理由について誠実な説明

を要求する。 

 

８．4 月５日に辰野専務理事、武田理事が過去２年分の未払い賃金請求書を提出した勤務延長者と面談した際、

出席した組合員が組合役員の同席を要求したにもかかわらず、辰野専務理事がこれを拒否した。 

専務が組合役員の同席を拒否した理由について誠実な説明を要求する。 

以上８点について誠実な説明を５月９日までに書記長へ提出していただきたい。 

＝ 各大学の春闘、組織拡大の動きなど情報をお寄せください ＝ 

先日の道私大教連執行委員会では、この間の厳しい戦いの渦中で、酪農学園大・札幌大で新たな組合員拡大が進

んでいるという嬉しいご報告がありました。こちらでも適宜ご紹介します。ぜひ情報をお寄せください！ 

動 静 ＊4月 13 日以降、主なもの 

◇4月 13 日（金）共済推進訪問（オルグ）① 

◇4月 18 日（水）道私大教連執行委員会 

       道高等教育研究所事務局会議 

◇4月 19 日（木）札幌大学緊急執行委員会 

◇4月 20 日（金）「道私教組」中執会議② 

➡道私教組の組織問題（中高部との関係）では道私

大教連の方針案が検討されていますが、中高部での

結論が出されていないため継続検討。6月から「検討

委員会」を置いて協議することになりました。 

◇4月 20 日（火）道労働局要請・懇談 

◇4月 27 日（金）札大雇止め裁判札幌地裁調整期日 

        委員長書記長打合せ 

◇4月 28 日（土）酪農学園「守る会」が総会 

◇4月 30 日（祝）札大雇止め裁判対策会議 

◇5月 1日（火）メーデー全道集会 

◇5月 3日（祝）日キ連（酪農・北星）憲法映画上映 

        憲法集会 

        道私大助成推進協事務局打合せ 

今後の主な予定 ＊～6月まで確定分 

◆5月 9日（水）道高等教育研事務局会議 17：00～ 

◆5月 10 日（木）道私大教連組織問題検討委員会① 

◆5月 11 日（金）札大雇止め裁判支援共闘会議 

◆5月 13 日（日）日本私大教連中執会議（東京） 

◆5月 15 日（火）「道私教組」書記局会議（午後） 

◆5月 23 日（水）道私大教連書記局・役員会① 

◆5月 25 日（金）札大雇止め裁判対策会議 17：00～ 

◆5月 28 日（月） 〃 札幌地裁調整期日 15：00～ 

      ➡傍聴可能です。書記局へご一報ください。 

◆5月 31 日（木）私大助成署名運動資材発送 

◆6月 1日（金） 北星大との合同学習会 

◆6月 6日（水）道私大教連執行委員会 19：00～ 

       道私大助成推進協総会 18：00～ 

◆6月 12 日（火）「道私教組」組織問題検討委員会 

◆6月 16 日（土）道高等教育研究所定期総会 

◆6月 19 日（火）「道私教組」中執会議③ 

◆6月 30 日（土）日本私大教連中執会議 

◆7月 1日（日）日本私大教連全国代表者会議 

 


